
 

 

 

 

 

 ２月６日（木）に「なわとび選手権」を行いました。この日に向けて、子供たちと一

緒に先生方も体育の時間や休み時間、全力を尽くして練習に取り組みました。 

「短縄選手権」から始まりました。各クラスの代表選手が、６種目に挑みま

した。素晴らしい技に大きな拍手が沸き起こりました。次に「長縄８の字跳

び」です。クラス全員がＡＢの２チームに分かれ、１分ずつ跳んだ回数の合計で競いま

した。12月から練習を積み歴代記録 235回越えを目標にしていたクラスがありました。

惜しくも達成できずに涙を流したと聞きました。また、目標記録がクリアされみんなで

「やったー」という歓声と共に大きな輪をつくり、大喜びする姿も見られました。 

 子供たちの心が一つになった素晴らしい姿を見て、「行事で子どもは育つ」という言

葉を改めて実感しました。 

 爽やかな冬晴れの一日となった２月 15 日（土）に、今年度最後の学校公開日を実施

しました。大雪のため駐車場の確保が難しく、保護者の皆様には徒歩での来校などご協

力いただき感謝申し上げます。今回は一日を通して学校を公開し、日頃の様々な教育活

動や授業を見ていただきました。普段通りの授業の公開とはいえ、先生方は保護者の皆

様にこの１年間の子供の成長を見てもらおうと様々な工夫を凝らした授業でした。 

ランチルームでは、長縄８の字跳びの頂上決戦が２学級で行われ、白熱する対戦で見

応えがありました。生活科の発表では、フラフープ回しや短なわ跳び、コマ回し等、み

んな真剣に披露しました。「卒業おめでとう集会」に向けてのリコーダー練習や「バス

ケットボール」「体つくり運動」の体育科授業もありました。「水プロジェクト」では、

ポスターセッションを開催し、環境やビオトープに棲む生き物の生態などを上手に発表

しました。６年生は、「感極まる感謝集会」を行いました。子供たちは、親子でゲーム

を楽しみ、思い出ムービーの鑑賞、「命の歌」の合唱、花や感謝の手紙のプレゼント渡

し等でこれまでお世話してもらった感謝の気持ちを表しました。子供たちの手紙の朗読

後、保護者の皆様から手紙の「お返しサプライズ」に号泣する子供たちの姿に、思わず

もらい泣きしました。最後に６年生がダンスを披露し感動の集会が幕を閉じました。 
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終日実施！今年度最後の学校公開日！ 



ＰＴＡ教養講座にもご参加いただき、ありがとうございました。 

最後の公開日の参観人数は、535名でした。本当にありがたい限りです。１年間学校

公開日にご理解ご協力いただき、誠にありがとうございました。 

３月６日（水）、「卒業おめでとう集会」を行いました。この日のために、５年生が中

心となって企画し、準備を進めてきました。体育館には「６年生に感謝伝われ‼！心を

一つにして笑顔の花開く楽しい集会にしよう」というスローガンが掲げられました。そ

して大きな拍手の中、６年生が５年生のつくった花のアーチの中を通って入場しました。 

１年生は「歌とふれあい手遊び」でした。「フルーツケーキ」の歌のプレゼント後、

色団のリーダーと１年生が手遊びを楽しみました。１年生が心を込めて歌う姿に６年生

も思わず笑顔になりました。 

２年生は、紙袋のプレゼントを贈り、ダンスを披露しました。紙袋には素敵な大ちゃ

んマークが描かれていました。そして、６年生が学習の発表会で使った曲「できっこな

いをやらなくちゃ」の曲に合わせ２年生が踊り、盛り上がりました。 

３年生から「６年生クイズ」でした。思い出アンケートを基にしたクイズがあり、６

年生は懐かしそうに楽しく答えていました。その後、「聖者の行進」をリコーダー演奏

で披露し、大きな拍手が起こりました。 

４年生から感謝の気持ちを込めたメッセージカードが贈られました。カードには班の

メンバーの写真とメッセージが貼ってありました。卒業を祝う力強い４年生の応援の言

葉も披露しました。 

５年生の「思い出の劇」が演じられました。６年生の思い出を基に「町探検」や「サ

ケの放流」、６年の「先生方の行動観察」をユーモア交えて演じ、６年生から大きな笑

いと拍手が沸き起こりました。 

「６年生からのサプライズ」では、６年生が在校生へ感謝の言葉を述べた後、「大門

カルタ」を各学年にプレゼントとして贈りました。そして、一人一人が感謝の気持ちを

こめて「大切なもの」の合唱を披露しました。 

「明日、今日よりも一歩進む～♪」全校合唱で歌った替え歌の中の５年生が考えた出

だしです。私は思わず目頭が熱くなりました。終わりの言葉で「人生は、楽しいとき嬉

しいときだけではありません。辛いときも苦しいときも歯を食いしばって前を向き、一

歩一歩、歩んで行きましょう。６年生さんの輝かしい未来を

願っています」と話しました。全校児童 641 人が揃っての集

会は、心が一つになり温かくなるようなものとなりました。

大門っ子の本気でチャレンジする姿の集大成でした。 

              （校長 阿 尾 昌 樹） 


